
第５回（平成26年度） ⽇建連 快適職場表彰の実施報告
⽇建連労働委員会では、「第５回（平成26年度）快適職場表彰」の表彰式を執り⾏いました。
今回、ご応募いただいた会員企業の優れた取組みについては、⽔平展開を図り「作業所労働環境の改善」と「建設業における⼥性の活躍」を推進して参ります。

■制度の目的

 ⽇建連会員の作業所において、建設業の⼈材確保・育成に取組む⽇建連会員にふさわしい快適職場
環境の⾼度化に寄与すること

 ⼥性の活躍を促進すること・・・・【第5回（平成26年度）より】

■応募状況

 募集期間：平成26年12⽉1⽇〜12⽉31⽇
 応募総数：164件（21社）
 応募状況：新たに⼥性にとって働きやすい職場環境づくりを選考基準としたこと等により、応募件数、

社数ともに前年に⽐べ増加した。

■表彰式 （平成27年3月19日に実施 ）

■受賞作業所の特長的な取組み

≪選考委員会メンバー≫（敬称略）

委員⻑ 芝浦⼯業⼤学 ⼯学部建築⼯学科 教授 蟹澤宏剛
委員 国⼟交通省 ⼟地・建設産業局 建設市場整備課 労働資材対策室⻑ 松下雄介
委員 (⼀社)建設産業専⾨団体連合会 会⻑ 才賀清⼆郎
委員 ㈱⽇刊建設⼯業新聞社 編集局⻑ 横川貢雄
委員 ㈱⽇刊建設通信新聞社 編集局⻑ 秋⼭寿徳
委員 ㈱⽇刊建設産業新聞社 編集局⻑ 徳⽥健⼀

■選考結果（平成27年2月9日に選考会を開催）

 最優秀賞 ： １件
 「けんせつ⼩町」優秀賞 ： １件・・・・【第5回（平成26年度）より】
 優秀賞 ： ３件
 特別賞 ： １０件

≪蟹澤選考委員長による講評≫

⼈⼿不⾜の解消には、若い⼈に現場の魅⼒を感じてもらうことが⼤切であり、現場はそこで働く様々な⼈
に優しい職場であって欲しい。 快適職場への取組みは、その第⼀歩である。
受賞作業所は、先進的な取組みをされている。

≪今井労働委員長による挨拶≫

技能労働者に対する温かい思いやりと、建設業への熱い思いと誇りによって快適職場への取組みが
なされている確信している。
来年度からは、例えば、社会保険加⼊促進や休⽇増加に向けた取り組みといった要素も選考基準に
加えても良いかと考えている。

 働く職⼈の姿を撮影し、仲間や家族に配布、さらには発注者にも紹介
 発注者から職⼈、さらには家族までの合同⾏事（ＢＢＱ、集合写真等）を開催
 家族、近隣住⺠、⼊職促進を⽬的とした学⽣向け等、現場⾒学会の充実
 「なでしこ⼯事チーム」等を結成し、⼥性の感性を取り⼊れた現場管理を実施
 現場に⼥性専⽤トイレを整備し、さらには男性⽤との間仕切りや⽬隠し等を設置
 ⼥⼦更⾐室を設置し、さらには⼤きな鏡を配置する等により設備を充実

（最優秀賞、「けんせつ⼩町」優秀賞、優秀賞受賞の皆様） （特別賞受賞の皆様）

テーマ：【家族に誇れる・家族から見える職場】

①『節目での家族見学会の実施』：現場の見学及び記念撮影、懇親会などの充実

②『自分の存在意義・記録と記憶を残す』：職人として真剣に働く姿を撮影

③『発注者から職人までの一体感の共有』：合同のBBQ大会の開催

最優秀賞の紹介 ～（仮称）秋葉原開発プロジェクト新築工事作業所 大成建設㈱～

≪伊藤所長のコメント≫
家族に誇れる記憶に残る現場にして、次の世代に継続したい。

「けんせつ小町」優秀賞の紹介 ～（仮称）阿倍野王子町計画新築工事 ㈱長谷工コーポレーション～

テーマ：【安全・美しい現場で「働き易い職場」造り、「いいモノ」造り】

①『きめ細かな配慮』：女性の感性を取り入れた現場管理

②『作業所のしつらえ』：作業所の顔である入口を整備

③『まずは足元から』：高齢者・女性作業員・不慣れな作業員等に配慮

≪保田所長のコメント≫
作業員が気持ちを⼀つにして現場の美しさを維持することが重要。

≪石田所員（けんせつ小町）のコメント≫
男性だから、⼥性だからできることを考え、より良い現場づくりを⽬指す。

■表彰式（平成27年3月19日に開催）



第５回（平成26年度） ⽇建連 快適職場表彰の選考結果

実施事項 効果 実施事項 効果 実施事項 効果

1 最優秀賞 大成建設
株式会社

(仮称）秋葉原開発
プロジェクト新築工
事及び新築工事に
伴う解体工事

閉鎖された仮囲いの中での見えな
い仕事(職場）を、そこで働く職人
が存在意義を持ち、家族に誇れ
る・家族から見える仕事(職場）にし
たい

【節目での家族見学会の実施】
・職人の家族を招いての模擬朝
礼、体操、危険予知活動
・現場の見学及び記念撮影
・発注者、設計事務所、作業所所
員、職人とその家族の懇親会の開
催

普段はわからない現場で働く職人
の姿・環境を家族に知ってもらうこ
とで、家族との仕事についての会
話が増え、また家族お互いが感謝
しあうきっかけとなり、今後のモチ
ベーションの向上につながった。

【自分の存在意義・記録と記憶を
残す】
・工程写真ではなく職人として真
剣に働く姿を撮影し、本人や仲
間・家族に渡す。
・節目での表彰を行う。
・写真や動画をDVDで編集し、安
全大会時に配布する。

職人にフォーカスした写真を撮影
し配布することで、職人が自分自
身では知らなかった自分の働く姿
を知り、自分の存在意義や仲間と
の関わり・その大切さを知るきっか
けとなっている。

【発注者から職人までの一体感の
共有】
・施主・設計事務所への現場見学
会の随時開催
・職人の働く写真や編集したDVD
の発注者への展示
・発注者、設計事務所、職人とそ
の家族での合同のBBQ大会の開
催

発注者が現場・職人の素晴らしさ
や苦労の理解を深め、出来栄えだ
けでなく一日一日の経過を共有す
ることで現場との一体感を醸成し
ている。また発注者から直接職人
に感謝の意を伝えていただくことも
あり、職人の誇りとやる気が芽生え
るきっかけとなっている。

2
「けんせつ⼩町」

優秀賞
株式会社

長谷工コーポレーショ
ン

（仮称）阿倍野区王
子町計画新築工事

安全な美しい現場が、働き易い職
場・いいモノ造りの第一歩である事
をモットーに、新しい目線（女性も
含む）で見て、「スキ・モレのないき
め細かな配慮」がなされた現場を
目指して行く。

①きめ細かな配慮
新しい視点・女性の感性を取り入
れた現場管理を行うために「あべ
の王子小町」を結成。（「なでしこ
工事チーム」に登録済）　今後の
いろいろな活動を通して、「スキ・
モレのないきめ細かな配慮」を推
進していく。

現在、７業種１１名の女性が参加し
て「あべの王子小町」チームとして
活動中。（メンバーは今後更に増
える予定）　まず女性用のインフラ
整備から始め「働き易い職場」造り
を進めている。全作業員のサポー
トを受け鋭意展開中。

②作業所のしつらえ
作業所の顔である入口を整備、先
行して道路・歩道を仕上げ工事中
も使用する。歩車分離かつゲート
を後退させ入退場時の交通災害リ
スクの低減を図る。また、事務所・
詰所までの安全通路も兼ねて歩
道を利用する。

作業所を訪れる方（第三者も含
む）の第一印象を良くし、作業所
全体のイメージアップになってい
る。緑地帯の設置・コーナー部分
の透明万能版の採用・警備員ボッ
クス上部の屋根の設置等のきめ細
かな配慮を感じとってもらい全作
業員の意識向上につながってい
る。

③まずは足元から
高齢者・女性作業員・不慣れな作
業員等に配慮する為、詰所廻り、
場内の段差を極力なくし、雨天時
においてもスムーズな歩行が出来
る様に場内をほぼフラットに整備、
コンクリート舗装・敷鉄板・ラインペ
イント等で足元廻りの整備を強化
する。

足元廻りを整備する事が作業所全
体の美化に連鎖していく。土・泥・
埃等が少なく雨天時でも通路・トイ
レ・建物内・詰所内を汚すことがな
い。整備された通路の廻りには整
然と材料・資材が並べられ、安全
で美しい現場で「いいモノ」造りに
取り組んでいる。

3 優秀賞
戸田・金子・永田
特定建設工事
共同企業体

（仮称）総合スポー
ツセンター体育館
新築工事（建築本
体工事）

「作業員さんがぜひとも行きたいと
思う現場」＝「魅力ある現場」だと
思います。作業所の魅力をUPさせ
るのが、
  ①作業環境の向上　②段取り力
の向上　③チーム力の向上　の３
点だと考えました。

作業環境の向上の為に新たな休
憩所への挑戦を行いました。卓球
台・畳スペースを完備した「リフレッ
シュルーム」。テーブルクロスやタ
イルカーペット敷きの「清潔な休憩
所」。女性でも安心して使用できる
「女性専用水栓トイレ」等を設置し
ました。

「リフレッシュルーム」や「清潔な休
憩所」は、休憩時間に横になること
ができたり、卓球できたりととても快
適な時間が過ごせると大好評でし
た。女性用トイレは女性作業員が
配員しやすいと評判でした。

段取り力の向上として、「大梁・小
梁のサイトPC化」・「ST枠やフラット
デッキ型枠の多用による型枠支保
工のシステム化」・「鳶工による型
枠支保工の設置等、躯体工事の
ワークシェア化」を行いました。

「PC化・システム化」により作業員
さんへの負担を軽減することが出
来ました。また、「ワークシェア化」
により各社の作業量を均一化し少
数精鋭の固定メンバーで工事がで
きました。他現場への移動がなく、
朝・夕にゆとりの時間が持てまし
た。

チーム力の向上として、「大運動
会の開催」・「職長会名の決定→
KSC４８」・「朝礼後チーム対抗の
ウォーミングアップ縄跳び」・「発注
者・設計・監理・施工者・作業員に
よる集合写真撮影」等各種イベン
トを多数開催しました。

大運動会は職長会主導で開催し
他業種間での絆がとても深まりまし
た。また、工程の節目では、作業
員さんと発注者・設計者も一緒に
集合写真を撮影し、より一層連帯
感が強くなりました。

4 優秀賞
大林・大本

建設共同企業体
（特）

千住関屋ポンプ所
建設その３工事

現場の職場環境は、「現場で働く
全員が当事者となり作り上げる」と
いう理念のもと、JV職員と職長会
が一丸となって環境改善に取り組
む雰囲気を作り、その協力体制の
なか近隣住民への最適・最良の対
応を行う。

職長会では職場環境改善の観点
からトイレや休憩所の清掃を当番
化。快適職場に貢献した作業員を
Good Job Worker（GJW）に選出。
女子更衣室と女性専用トイレを設
置、「女性の会」では職場環境の
意見交換の場を設けた（現在女性
就労者5名）。

職長会では活発に意見が交わさ
れ、GJWの選出から業者の垣根を
越えた連携を図る事ができ、環境
改善と同時に現場雰囲気が活性
化した。また女性の会発案による
女性目線の細やかな意見を取り入
れ、詰所の分煙化や朝礼時の身
嗜み確認を行い快適職場へ貢献
した。

（ATK）安全点検確認（KY）危険予
知を一人で実施する一人ATKY
（アタックケイワイ） 活動を実施。重
点項目を選定、指差呼称の看板
を掲示。音声支援装置と指差呼称
ゲートを設置。月に一度訓練日と
一人ATKY推進委員によるパト
ロール日を設けた。

一人ATKY推進週間で実施したア
ンケート結果によると、一人ATKY
を行った回数が平均8回/日以上と
なり声掛け作業が増え、各作業場
所に対応した看板や現場ルール
を掲示し、危険個所の注意喚起を
行った事で、個々の安全に対する
意識向上に繋がった。

近隣住民や業界関係者を対象に
現場見学会を定期的に実施し、約
100回開催、約2000人が来場。小
学生参加時には職種別座談会を
実施。現場防音壁には近隣の小
学校の生徒が描いた絵の掲示
や、12月にはタワークレーンにイ
ルミネーションを設置した。

見学会では工事の理解を頂くと共
に近隣住民と良好な関係を築き、
小学生参加時には座談会と重機
遠隔操作・高車・クレーン合図体
験を行い質問を次々と受け、次世
代の工事への興味を促進した。イ
ルミネーションは大好評を頂き建
設業のイメージアップに貢献した。

5 優秀賞 株式会社
竹中工務店

釜石市上中島町復
興公営住宅Ⅱ期整
備工事

東日本大震災の被災地域におけ
る復興工事は、周辺の食住環境
が整わない中で、遠方から赴任す
る作業員にとって厳しいものとなっ
ている。当作業所では様々な面か
ら環境を整備し、作業員が働きや
すい職場を目指した。

被災地の宿舎不足が深刻な中、
建築主の遊休資産となっていたア
パートを50室借上げ、備品、寝
具、家電から厚生用品までを元請
で準備し、遠方から来る作業員が
不自由なく生活できる体制を整え
た。

遠方から赴任する作業員がストレ
スを感じることなく被災地での生活
を送ることができた。また同居して
いる作業員同士の絆が深まり、工
程通りに復興公営住宅を建設する
という目標に一丸となって取り組む
ことができた。

自炊が苦手な作業員のために、事
務所の一部を休憩所兼食堂と改
造したうえで、地元の食材店と契
約をし、元請職員及び協力会社作
業員向けのケータリングを実施し
た。

周辺に食事を提供する店舗が乏
しい中、元請主導でケータリング
サービスを実施したことにより、遠
方より単身で赴任した作業員が食
事環境に不自由せず、栄養価の
高い食事を摂取することができ
た。

積極的に女性職員による安全衛
生パトロールや、女性を含む地元
高校生による現場見学会を実施
し、女性が働きやすい環境整備と
魅力ある職場づくりに取り組んだ。

いつもとは異なる視点で作業所を
点検してもらうことで、特に衛生管
理面で多くの気づきがあった。女
性が安心して働く職場となるよう女
性用トイレや女子更衣室の設置等
様々な施策を行うきっかけとなっ
た。また、若者へ建設業の魅力を
アピールすることができた。

6 特別賞 鹿島建設
株式会社

勝どき五丁目地区
第一種市街地再開
発事業施設
建築物等新築工事

①いつも明るく誠実に仕事をして、
まわりの人との信頼関係を築く。
②まわりの人との意思疎通を図り、
チームワークの良い組織を作る。
③皆が全力を発揮できる環境、皆
が誇りに思える現場を目指す。

解体工事中は粉塵・騒音・振動に
注意しながら工事を行った。近隣
に配慮した様々な取り組みを知っ
てもらうため現場見学会を開催し、
近隣住民、現場作業員の家族に
重機の運転席乗車体験、作業状
況のＤＶＤ上映、屋台、ゲームコー
ナーを楽しんでもらった。

近隣住民を現場内へ招き見学会
を行うことで、多くの方々と触れ合
うことが出来た。現場作業状況の
ＤＶＤ上映することで粉塵・騒音・
振動抑制に対する現場の工夫や
常に近隣住民の立場にたって工
事を行っている我々施工者の思い
を伝える事が出来た。

電気漏電実験による電気取扱い
安全講習や担架を用いた救護訓
練、立ち馬の正しい使用方法の安
全講習、講師を招いた定期的な腰
痛予防体操指導等を実施した。ま
た、社員・作業員の親睦を深める
ため餅つき大会、ＢＢＱ大会、納涼
会等を行った。

様々な安全講習で安全に対する
意識を深める事ができた。また、Ｎ
ＨＫラジオ体操に出演している指
導員による体操指導では、腰痛等
への予防効果があった。納涼会で
は暑い中作業を行う作業員へそう
めん・きゅうり・かき氷を振る舞い、
熱中症対策に繋がった。

ＷＢＧＴ警報ランプやカラーランプ
表示の風速計により事務所の社員
へメールや警報で知らせるシステ
ムを構築した。ウォシュレット付洋
式便座の男女別トイレや休憩所に
ＴＶを設置した。様々な掲示物、プ
ランター等を設置し『魅せる現場』
を目指している。

熱中症指数や風速が一目で分か
り、注意すべき状況になると自動
的に社員に警報が発せられるた
め、作業員の危険防止に繋がって
いる。作業員の立場になって環境
整備を行うことにより作業効率の向
上に繋がっている。

7 特別賞 大成・増岡組
建設共同企業体

(仮称）新鉃鋼ビル
建替計画

建設現場で働く一人一人にとって
明るくコミュニケーションのある魅
力的な職場環境造りを心掛け、又
未来の建設業と環境保全のため
できることを積極的に実行する意
味を込めた。

『働くひとりひとりに思いやりを持っ
た施設整備と制度』
・女性専用施設の整備 ・作業員
シャワー室、ウォシュレット完備 ・
施主設計、家族も参加のＢＢＱイ
ベント ・おにぎり会(幹部社員と職
長の懇談)実施 ・全社員、職長に
よるすみずみＰＴ実施

女性用の専用更衣室・トイレを整
備し、女性が働きやすい環境とし
た。ＢＢＱ大会には施主と家族も参
加しコミュニケーション向上に繋
がった。おにぎり会では和やかな
雰囲気の中で職長から忌憚なき意
見を聞け職場環境等に繋がった。

『現場でできるエコプロジェクトの
推進』
・ゴーヤ栽培による環境美化
・ミスト散水による猛暑対策
・節電活動の励行(ＬＥＤ採用等)
・ゴミの分別徹底
・職長会による現場近隣清掃の実
施

環境負荷が多い建設業で果たす
べき使命として、ひとりひとりが環
境保全のために活動できるよう、
様々なイベントや整備をし、環境
への意識を高めることができた。

『“将来の建設技術者”への現場
見学会の実施』
学生に対して現場見学会を3回実
施し、朝礼から参加してもらうこと
で授業では見れない建設現場な
らではの「ものつくり」に触れる機
会を提供した。

設計図で書かれたものが施工され
ていく過程を学び、建設現場の雰
囲気を感じてもらうことで、建設業
のやりがいや魅力、女性の活躍を
積極的にアピールし、3Ｋのイメー
ジ払拭し次代の担い手として目指
したい業界と思っていただいた。
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8 特別賞
大林・鹿島

特定建設工事共同
企業体

３５７号東京港トンネ
ル（その２）工事

当ＪＶは、職員・技能労働者の方々
が、快適に就業できる作業環境を
整えるだけでなく、昨今増加して
いる「女性技能者や若者にも魅力
的な環境づくり」や「省エネ」活動
に積極的に取り組んでいます。

【女性にもやさしく】「なでしこ工事
チーム」に登録し、ミーティングを
実施。その結果を反映し、ウォシュ
レットを設置。また、トイレ利用時の
プライベート空間を確保するため、
男性用に目隠し、女性用に間地
切りや防音のため遮音シートを
貼った。

女性用トイレは、設置スペースが
限られるため、男性用トイレと同列
に設置されるケースが多い。当ＪＶ
も同様であるが、間地切り、防音す
ることによって、女性が利用しやす
い環境となった。

【若者にもやさしく】
休憩所にエアコン・冷蔵庫・製氷
機・電子レンジ・ポットを用意し、温
かい食事を摂りやすくした。また、
畳を敷き休憩時に横になれるス
ペースを設けた。また、作業終了
後に汗をながせるようシャワー
ルームを設けた。

電子レンジ・ポットを用意したことに
より、温かい食事を摂ることができ
るため、技能労働者の方たちに好
評である。
エアコン・冷蔵庫・製氷機は食中
毒の防止、熱中症予防にも効果
的である。

【環境にもやさしく】
ＪＶ事務所会議室の蛍光灯をＬＥＤ
蛍光灯への変更や処理後の工事
用水を再利用し、ＪＶ事務所の屋
根を散水し、夏場の空調温度を１
～2℃高く設定することにより、消
費電力量の削減が可能となった。

蛍光灯の変更により、会議室の消
費電力を30%削減することが可能と
なった。また、エアコン温度を1℃
あげることにより、消費電力が10％
削減される。

9 特別賞
大成・大林・三井住友

特定建設工事
共同企業体

幌延深地層研究計
画地下研究施設整
備（第Ⅱ期）等事業

建設業が女性や若手技術者から
敬遠されてきた理由は、３K（「きつ
い」「汚い」「危険」）だとされてき
た。
これらに対して、機械化や、ICT、
自律制御装置を活用推進すること
で、環境改善を図った。

機械化、ICT、自律制御装置の活
用推進により、作業内容の負担軽
減（重量物の運搬、反力のいる作
業、グラウト注入管理（注入圧、注
入量、比重）など）、作業環境の改
善（環境・設備状態・計測・施工
データの自動取得、モニタリング、
遠隔操作など）を実施。

重量物運搬はクレーン設備を配置
して低減し、反力のいる作業を機
械で行えるように改良した。また、
グラウトの注入管理を自律制御可
能とした。更に、中央監視室で環
境監視や換気・排水設備などの自
動制御も可能とし、スマートで安全
な作業内容・環境となった。

女性職員や来客者に愛される「美
しい」現場を目指して、整理・整
頓・清掃・清潔だけでなく、一般見
学者向けのペイントや掲示板、プ
ランタなどを整備した。また、女性
職員が働きやすいように、女子更
衣室・休憩室、女子トイレも完備
し、清潔に維持している。

プランタや掲示板などを設置して、
見学者通路を美化することで、見
学者からは「現場じゃなくて工場み
たい」と言われるようになった。ま
た、作業員らの意識も改善し、作
業場所も自発的に整理整頓に心
掛けるようになった。女性職員も出
産後も復職、復職希望。

精神的にも向上されなければ快適
職場とは言えない。自由闊達なコ
ミュニケーションを行えるよう、各社
の業務内容に応じた事務所、休憩
所を提供。「危険」の排除にも、個
人の危険感受性の向上が重要で
あり、月１回、災害事例を用いた背
後要因推定教育を実施。

年に２回、全関係者が集まっての
焼肉大会では、自由闊達な話合
いが行われる。また、背後要因推
定教育を行ってきた結果、昨年に
引き続き今年も現在まで無災害を
継続できており、これらの取組に
ついてまとめた論文が今年度の建
災防の全国大会で表彰された。

10 特別賞 株式会社
熊谷組

成城学園創立100
周年記念教育環境
整備事業
中高一貫校一貫校
舎新築工事

業者の垣根を越えた声掛けを行
い、職長会を中心に作業員同士
のコミュニケーションを活発にする
ことにより仲間意識を向上させ、自
分の家族を案内できるような安全
で快適な職場を実現させる。

作業所の一員であることを自覚し
てもらう為に新規入場者は朝礼時
に壇上へ上がり、全作業員の顔を
見ながら自己紹介を行う。紹介が
終わったら全員で歓迎の拍手を行
う。

朝礼を職長会が運営して全員参
加の安全施工を意識、更に新しく
入る仲間を簡単に自己紹介するこ
とで新規入場者の特色を知ること
ができる。また、他業種の職長も新
規入場者の名前を呼んで声掛け
ができ、スムーズな工事運営がで
き快適な職場環境が形成できる。

職長会が中心となって行なう安
全・環境活動の取組を紹介した職
長会月刊誌「ふれあい広場」を発
刊、これを施主、作業員へ配布。
また、近隣へのアピールとして仮
囲いへ掲示。

新規入場者でも職長会の取組
や、現場進捗状況が把握できる。
月刊誌は各家庭に持ち帰ってもら
い、家族に見てもらうことで仕事の
内容を理解してもらうことができる。
また、作業員のやる気にもつなが
る。思い出に残る現場にできる。

工事着手から完成までの作業状
況及び職長会活動をＤＶＤにまと
め製作。作業員全員へ配布。仮囲
い内限定でラジコンヘリコプターを
飛ばし空撮写真・映像も取り入れ
る。

作成したＤＶＤも各家庭へ持ち
帰ってもらい映像と音によって月
刊誌ふれあい広場以上の効果を
上げることができる。また、施主定
例での発表で「現場の見える化」
を実現。高評価を得られた。

11 特別賞 清水・日本土建
共同企業体

（仮称）百五銀行新
本館 岩田棟新築
工事

仕事のしやすい安心安全な現場
環境つくりを作業所のテーマとしま
した。
（快適な職場は安全、品質、作業
効率も向上するので積極的に推
進する。）

職長会によるフロア管理、パトロー
ル
→毎日作業終わりに各フロアマス
ターが清掃状況の確認。
　週に一度、職長会でパトロール
を行い指摘事項を発表、該当業
者に是正を指示するようにしまし
た。

・毎日フロアの確認を行うことで、
ゴミの放置が激減しました。
・実際に作業をする人の観点で場
内の不備がわかるようになりまし
た。
・安全環境の両面で責任を与える
ことで、職長の意識が向上しまし
た。

作業員休憩所の冷暖房完備（夏
場は熱中症の対策）
→五か所ある休憩所、喫煙所には
すべて冷暖房を完備しました。夏
場は熱中症アメ、冷凍庫、かき氷、
製氷機、ウォータークーラー、各階
に簡易避暑地を設置しました。

・作業する近くに簡易休憩所を設
置し、必要なときすぐに休憩できる
ようにしました。
・休憩所はリラックスできるよう、４Ｓ
に心がけました。
・夏場は熱中症患者０名達成しま
した。

職長会の活性化
→ヘルメット作成、イベントの開
催、無線を用いた作業調整

・職長ヘルメット作成によって、職
長の意識が向上しました。
・忘年会、餅つき大会での作業員
同士の交流が、仕事へも好影響を
与えました。
・職長全員に配布した無線にて作
業調整を行うことで、現場全体で
問題を共有できるようになりまし
た。

12 特別賞 淺沼・白石・清本
建設共同企業体

都立練馬工業高等
学校(24)改築工事

整理･整頓･清潔･清掃･作業所
ルールとは職場の原点であると捉
え、プロジェクトに携わる老若男女
のあらゆる階層の方々が安全で働
きやすい職場環境を確立して、建
設業の未来発展に寄与する事は
私共の使命。

工事現場の入口から現場内まで
のエリアを徹底的に整理整頓を実
施すると共に、安全な通路を常時
確保する。スローガンや安全環境
目標などの共有すべき事項は見
える化を図る。作業環境の向上は
みんなで実践→維持→改善を繰り
返し徹底。

発注者・設計監理者・元請・協力
会社など全ての方々から高い評価
を頂いております。特に増加の一
途をたどる高齢労働者に対しては
整理されて識別しやすい快適な環
境は必須でもあり、又、これらの快
適さは女性労働者にも有効であ
る。

現場事務所の机上は常に整備し、
華やかな環境を創造する。加湿
器・足元暖房器・給湯設備等を装
備すると共に更衣室もゆとりを持っ
た空間として女性に対する配慮を
実施。文書・記録などの大切な書
類は常に整然と整備。分煙化実
施。

5Sは身の回りから!を合言葉にして
事務所スペースの快適さを高度化
させることにより、作業所全体の快
適さの向上につなげています。施
主・設計・元請にはそれぞれ女性
技術者が配属されており高い評価
を得ております。

各所に空気清浄機の設置はもとよ
り、『清潔さ』の確保・向上として
シャワー室、洗濯室、トイレのウォ
シュレットや流水音発生装置など
を完備して、快適なユーティリティ
スペースを実現しております。トイ
レは女性専用として社員用と作業
員用にそれぞれ配置。

夏季の屋外作業などで大量の汗
をかいたあとはシャワーを浴びてリ
フレッシュ出来て、汚れた作業着
はその場で洗濯可能であることな
ど、若手社員の使用率が非常に
高く効果絶大です。帰宅前のリフ
レッシュにも有効。女性への配慮と
してトイレ付属設備は高評価。

13 特別賞 株式会社
フジタ

東海北陸自動車道
三尾河トンネル工
事

トンネル工事に女性工事係が在
籍。異性を気にせず、勤務できる
環境を作りたい。
また、３Kイメージの工事事務所か
ら職員・来訪者を快適にする事務
所に転換したい。

・事務所・宿舎の生活設備を男性
用・女性用に分ける
・宿舎の生活エリアを分離、女性
部屋はワンルーム化
（6畳部屋＋風呂＋洗面＋洗濯＋
ﾄｲﾚ）

・事務及び食事以外の共用部分
が分離され、異性を意識する環境
が低減
・居住設備（風呂等）を共同使用し
ないため、時間に拘束されず利用
できる。

事務所内に工事で汚れた服・体を
洗う設備、着替える居室（洗濯機
＋暖房付きｼｬﾜｰ室＋ﾛｯｶｰ室）を
設置した。

・工事で汚れた服装を事務所内に
持ち込まなくなった。
・宿直者が厳寒地の冬季でも体を
洗うことができる。
・相乗効果で事務所の清掃や清
潔度が向上した。

喫煙室を設置し、完全分煙とし
た。

事務所内にタバコの匂い・煙が入
ることが無くなり、タバコによるスト
レスが無くなった。

14 特別賞
株式会社

長谷工コーポレーショ
ン

（仮称）今福東２新
築工事

「美しい現場」が快適職場形成の
基本と考え、職長会と共に「すべ
ての工事従事者が胸を張って誇り
に思える現場に」　を実践して、全
作業員が心身共に働き易い環境
づくりに参加する。（所長方針継
続）

①作業環境管理
「美しい現場」の方針の浸透・実
行・維持・管理は、作業員全員の
協力なしでは達成できない。職長
会で率先して１つの事を成長させ
る（緑化・菜園等）事から始め、現
場全体の成長につなげていく。

場内の入り口からの安全通路際に
家庭菜園コーナーを設置して作業
員全員で育てていった。また、休
憩所前に緑化コーナーを設けて
維持管理を行った。その結果、お
互いの意思疎通が図れ５Ｓの意識
が向上し、個々の作業場所・作業
状況の安全管理に繋がっている。

②疲労回復設備の充実
工事最盛期が夏季と重なるため、
早い時期(6月初旬）から職長会と
共に計画的に熱中症対策（休憩
所等）の充実を推進した。大型休
憩所（ミスト・扇風機常設）を整備、
トイレユニット（エアコン付）・シャ
ワーユニットを併設した。

夏季の作業に於ける疲労回復の
場所・各作業員のコミュニケーショ
ンの場所として常時利用されてお
り、作業所内での安全・環境・品質
についての井戸端会議の場所と
なって非常に有効であった。また、
涼しいトイレ・体を冷やすシャワー
設備も非常に好評であった。

③躯体施工階の熱中症対策
夏の暑い時期が躯体工事の繁忙
期となるため、躯体最上階の作業
員用にクライミング式「熱中症対策
シェルター」を設置した。内部に
は、スポットクーラー・扇風機・ベン
チ等を備え、十分な休憩ができる
ように配慮した。

最上階の炎天下で作業を行う躯
体業者にとって、施工階から下階
に移動することなく、同じ階の日陰
休憩所で休憩ができて、かつ、
個々の作業にあわせた時間をみ
つけて休憩できるスペース（他の
作業の邪魔にならない場所）として
利用できて非常に好評であった。

15 特別賞 五洋建設
株式会社

鹿島港外港地区南
防波堤災害復旧工
事

当工事は、日本で最も海象条件の
厳しい場所であるが、①女性パト
ロール、②新技術の導入、③地域
貢献や職場のイメージアップなど
様々な対応をし、工事関係者の
チームワークで乗り切っているた
め。

【女性パトロールの実施】
女性目線で、現場を点検し、か
つ、指示するだけで無く、不適箇
所があれば、すぐに現場で女性パ
トロール隊が注意喚起ポスターを
製作し、掲示するなどの改善を
行った。

女性目線で作成した「女性パト
ロール点検表」を使用することで、
トイレの美化、現場事務所の整理
整頓、分煙の徹底など、職場環境
改善につながった。また、工事関
係者に現場への女性参入意識を
持たせることができた。

【新技術の導入】
➊広範囲における工事の現場従
事者の把握、➋社会保険加入勧
奨、➌熱中症対策のための給水
管理を自動的に管理するため、五
洋建設開発の新技術【Color Gate
System（ＨＲ－１４０１７－Ａ）】を導
入した。

当システムを導入することで、工事
関係者が作業船や陸上詰所等ど
こにいるか、熱中症対策で給水し
ているかをリアルタイムに事務所か
らでも把握できた。また、社会保険
未加入者に対して自動的に加入
勧奨できた。

【地域貢献等イメージアップ】
茨城県内にある現場事務所のイ
メージアップのため、茨城県マス
コット「ハッスル黄門」の使用申請
をし、ポロシャツ・ポスター等に活
用した。また、現場代理人が東京
湾大感謝祭で環境保護の重要さ
を説明した。

「ハッスル黄門」を使用することで、
現場と地域との一体感が増し、さら
に、ポスター掲示により、現場や事
務所内がやわらかい雰囲気となっ
た。また、東京湾大感謝祭で「東
京湾再生」について市民にアピー
ルできた。

2


